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1 は rじLめに 　 r

　子どもが乳児期におげる両親紀僚護されだ状態がら少

しずつ発達成長し社会生活に適応びでいくだあにば，身

辺生活め自立£危険からめ訪衛』1 対汰関係ヲ生活範函の

拡六，集薗活動への適応などざまざまな准会的生活能力

が必要とされる溝，現在の担本は居住潔境や遊び場め狭

少，交通量の増加など子どもを取り巻く環擁は良好をは

いえなじ｛。ぽた子ども数が少な㌔r～たあの親め過保護や干

渉しすぎが問題に昏れる反薗，1∫幼稚園や小孝校’保健

所，1・その他マズコミを通じ七社会教育が行きわたう幼児

期から生活習慣め自立や，フ牡会性ゐ問題，’安全教育に・う

ヤ・てめ知識が豊がで子ども≧ヒ適吻な配薦じを払らて｛〆ると

・ともみ られぢめそ，』実際に幼児示どめ程度め社会的生活

能力をそなえているかの実態を調べることとした。

韮　方法

1，対象

都内大田区A幼稚園の＼3歳から年歳 156名である。

表1　調査対象　 ：こ・ 　 　 1　　　／r
r、

男』
．

’1女て’　　　r　

計 』

鍼．4歳し。フ5歳・

　　12

　51

1．32セ！

10

7、34笠二．

β2

功68し

r6σ

一“ 95「 11’ 1 156

｛，㌃2・シく手続き 1・ 、’ 1、’丁、F・じ

1・幼稚園を通じて質問緬を駆布ヂ 母親岸記入してもらい

回収する方法をとっ恥5’回答は欠席児を除ぎ全園児であ

るか蔓一r7　二．ケ1㍍　　1 一1 ∫1 ：．二

』調査項目 ば日常観察される行動で母親が比較的容易に

判定できる問題を選択し』 基本的生活習贋の自立や道具

便用』・対人関係距自己統制などを倉む58間である6（表

5） 。記入方法は弛っ←つの問題に£子、ど もに無理にさサ

ればできξのではな《 日常生活で．しているごとを○印，：

ふだん七て レ・な恥ζと，』 またそ二ういう機会があうてむ多

　 碕究纂言部『 ㌣湯』舶　礼』子∵”』・・rヤ

　　　　　　　　　　　　　　　 ・のら ・11

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　リ　ド　ず　じヌ　じ　ロ
分で韻畔と愁．騨ヤて判脚不、しF堕？醜じ

　皿 ㌧結果友び考婆』ロ 1’ ｝

』ζジ∵1’…

　1’対象児の背景｝♪』ぎシく．旨 ，、いr・1 諾二．，∫』菅、 感
　調査濁象と撫っ典蟄稚鼠昧国電求森駅から男更鰐行メ

途中Fあ、り費は木森特摩の灘蒼》5 く9，をセて稜些と喜酋

で・ 現をも㌍名残麺麟の製造、・卸鱒靴くし循
・くかわ住み？隔幣械奄ぺ癒ち顔多い‡弛廼で毒盗豆週児、

4〉家庭も海苔製輩り容廉雫は耳堆代察堪や敷取喀聖溺

炉峯寒族住むと少鉱容族麗態も玲しく襟鍋〔寿ア黍マ

槻嫡核家卸働、とyゆ矧骸ざ？わ嬉ろで輝堅・

　同胞数はひとりづ子は全体叫3ゆ瓢2人きよラ瀬い
66．5％，・、3人rきぽう瀬》工827％．4人津痢う三準栂、些浄％

で平均きょ・う．瀬㌧》数12，乱丞で全国平均と変らレ塗レ、“・ド1、穿ジ

．奪園瞳季y）罷通う も璽≧揮K自転卒に乗曇くも5つ∫

璋うもり準相半帳し髭時には良家用享を利用す養もり歩

4名であり都内の平均的な幼稚園児ξいラ1すとf準でき｛よ

、う1。r
二 、1』乙1』 　い ヌ ∵』』』 i☆ 翼．

、黛2群各凍目通過率 （雍5）・ r注l　r や』〔．ぎ、P＝・

，ト卑ず食礁・：排泄・着家・清潔なξ華本的な生活習慣を

み筍≧1恥隅り早く恥ら輿立し∫い拳こ之準わ々、矯g＝愈事

駕園レてを畑歳児で瞳［バナナや樋癒曝之むk領食

ボ司こと翅で部「おとなに食ボ緯惹鷲や想∫
も箸を使ラて食窺止をす峯こ露炉マ章㌃g驚塵．［翠逢ヤ

われれば家族の箸や食器を食卓に並搾」、・：（β歳77影） ・，∫

「食携終？なら阜分彦）食器を流しに下！げ為」　く3蔵胆％

」4 歳66％｝㌧5・蔵74％） こ ともでぎ る．よrうにカ：為グくlr』∵｝

　讐言世に》2いてみると3歳児では「自分でど～じを7を煮う1

て用が足せ為」一 のはほぼ全員の93％であるゑぐ「木輿の、自

立1．（紙を偉って後姶末までできる）」は31歳印男∫ 4歳

は87彩で5歳までに嫉ひとりでできる よ・1う、になる。1 そレ・

て昼蔵児1で㌢象いちいち親にヤ・オっれなぐて♂〉さグさ≧叢手

洗いに行くようrになり排泄に関レては自！立レ 丸一姶恥くえ』

るσ予、＝・㌔へ・　「”　 　　 r、 一「 ’♂£こ∵1 ii『｛．「亨牛∵

．着衣についてみると最近に家生活が変りIT銘屍塔途ど

上からかぶ二るデザイγが多く1∫ ボタンリ代り，礁ア螺遭4．

テーブを使用してい疹洋服もあ』りボ1タ．γはめの憐幾会越少
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ないと思われるが，「上衣の前ボタソがはめられる」の

は3歳児で68％あり，4歳児はほぼ全員（98．5％）がで

きるようになっている。r簡単なふだん着を脱ぎ着する」

のは3歳63．6％，4歳は97％で日常の着脱衣は5歳前に

完全に自立している。

　清潔に関してみると，　「ひとりで手が洗える」のは3

歳児で100％でぎる。　r顔が洗える」のは3歳児91％，

4歳児97％であり，3歳児の通過率が他の資料と比較し

て非常に高率となっている。r歯みがき」は3歳82％，

4歳99％で，　3歳でほとんど歯みがきの習慣力く》つくとみ

られるo　「鼻がでたらかむことができる」のは「歯みが

き」同様に3歳児82％，　4歳児87％，　5歳94％と年齢に

まり上昇しているが3歳で自立したといえるoこの項目

も3歳児の通過率が「洗面」同様に他資料より高く数っ

ている。　r髪を櫛やブラシでとかす」のは3歳児68・2％

（男58．3，女80．0），4歳79．4％（男74．5，女94．1），5歳

92・4％（男84・4女100％）であるo　「入浴時にからだを

洗うjのをま3郷0．0％，　4歳73．5％，　5歳92．4％であ

る。清潔に関する習慣が身につくのは4歳から5歳にか

けてということができよう。

　道具の使用や作業についてみると，』rはさみで簡単な

形が切り抜ける」のは3歳64％，4歳で嫡94％ができ

る。雨傘をひろげたりつぼめられるのは3歳児で77％と

予想以上に早い。これはワンタッチでひろげられ，閉じ

る際に指がはさまらないよう改良されたためであろうo

「タオルや雑布がしぼれる」子が少なくなったといわれ

ているが，今回の調査では4歳児63％，5歳児85％でき

ているが，これはおとなの巧拙の評価の問題が影響する

であろう。　「ナイフやカッターを使って厚紙を切る」の

は5歳児で42％ある。　「ひもで蝶結び」できるのは5歳

児で27％と少ない。これはおとなの日常生活でもひもを

結ぶという機会が少なくなり，幼児にとって学習のチT

ソスがないことが影響しており当然の結果とみることが

できよう。　「遊んだあとの玩具の片づけ」は3歳68％，

4歳79％，5歳91％である。　「時どき炊那の片づけを手

伝う」のは5歳71％であるが3歳でも41％あり，仕瑛と

して手伝うよりむしろ子どもにとっては遊びであろう。

「園から帰宅したら鞄など持ち物を整理する」のは4歳

5歳とも30％強で低率であるQまた「時々自分の布団を

たたんだリベッドの整理をする」のは5歳児でほぼ半数

の55％であり従来の資料に比べ通過率が低い。「パジャ

マや洋服を脱ぎっ放しにしない」のは5歳児22％であり

生活習慣の自立は早いが，片づけなどの後仕末について

は親にいわれてやるか，親が手伝ってやることが多く，

自立は遅れているとみることができる。

　その他の項目をみると「電話で簡単な応待や取り次

ぎ」が4歳児で100％となっており，電話の普及率の高

さを物語っている。　「順序を守って乗り物に乗ったり右

側通行を守るJ　「交差点を信号通りに渡れる」のも高率

で，現在の交通・道路礁情から身を守るための安全教育

が熱心になされているのであろう。しかし「ひとりで友

だちの家や遊び場に行ける」のは行動範囲の拡大する5

歳児が85％であることをみると，都心の交通量のはげし

いところではこの値はもっと低いことが予想され自由に

友だちの家に行き来できないことは問題であろう。　r少

額ならお使いに行かれる」のは4歳児で80％強あり生活

経験の広がりをみせている。「ひとりで留守番できる」

　「行きなれたところなら1㎞ぐらいの所へひとりで行け

る」は共に4歳47～8％，5歳62～3％で母子密着の状

態から少しずつ独立していくのがうかがえる。

　3　男女差

　先ず男女差をみるために一問題合格毎に一点を与え・

各倒人の合格点を出し年齢別，性別に平均得点を算出し

た。年齢別にみると表2のように3歳から4歳にかけて

急速に成長して10点以上の伸びをみせている。3歳男子

は得点が最低11点から最高44点に及びばらつきが大き

い。4歳，5歳とも有意な差で女子の方が高くなってい

る。

表2　年齢別・男女別得点

3歳 4歳 5歳

男1女 男1女 男　　女

人　　数

平　　均

標準偏差

12　　　　10　　　　51　　　　17　　　　32　　　　34

25．00　28．60　35．70　39．94　39．09　42．26

9．70　　5．52　　5．99　　6．05　　5，48　　5．35

男女差
5％水準

＊ ＊

　次ぎに各項目ごとの通過率を5歳児について男女差を

みると表5の右欄に示したように58問中7間題が5％水

準の有意差で女子の方が高くなっている。

　間題の内容をみると「食羅を流しに下げる」 「髪をと

かす」　「お客に行ったらしばらくは行儀よくしてすぐに

帰ろうなどいわない」　r時どき炊癖の片づけを手伝う」

「いわれれば部屋の掃除をする」　「ひもで蝶結びする」

「手紙を出す」の7項目であり，食器を下げたり炊本の

片づけ，髪をとかすことは女子の方により興味が強いた

めと家庭内において同性の母親をモデルとしての行動で

あるために，女子の方が高いとみることができよう。僅

かに1問のみ男子の方が有意な差をもって高いのは「金

づちやドライバーが使える」という項目であって，これ
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・湯州＝幼児の社会生活能勇4）実態

も家庭内において通常みられる父親め役翻をそデルと1し

丁いう屯とがうかがえる。その他の項目でば有意な差は

参“が爾と西どすべ｛り事目で女子の方が通過率が高く

な・らて炉る6しかし基本的な生活習慣は男女とも幼児期

に身に健小学佼禅まで嘩立し∫レ’くと～’えよう・

　4　得点上位薄』下位群の比較

畷恥翻略勲倒も壁商麟の箪郊ご
とに通過率の有意差検定を行なづたしその結果有意差の

あった項目は畢3に示す通りであ多。得点下位群は最繕

得点28点からお点まぞのもδ24名と上位群は44点から最

高51点まで郷解3郷顔平讐齢を蛭位肺脚
か月，一ヒ位群5歳9か月である。

　有意差のあった項耳内容をみるとr食器を下げる」　r

衰3　5歳児上位，下位群の比葭マ 5％水準

1上位群下位群1N芒23N＝24

⑱小 …塞ぐ痘かずにが　ll。。％1 ．62％

2喉べ終つ妨館を流しにき暁陪到5α・

餌㎞く勢妨繊捗ける　，卜脚1、郷

岨黎鯉雛嚢蔀ぎりをひとり螂1 5α・

磯ぢ鎚霧磐具を片づけたグベツ／ 捻gl3a3

⑬礁韓げ磐今師解すりをつけ糧61
禍

㈱踏騙蹴騒惣騨ゆ・1 、5“・

畷監簿乗弊の御右側1』9L31働

騨々炊事の層けを手伝う 　卜 咽15α・

㈱少聯近勲屑ゆ働師ける．1・⑳・7巳・

暢とり厳だちの家やび場に矧・卿・ 7ε・

槻鷺鶴鴇票鷲5㌧蝉塗：く・9昏：6，鵬

㊨灘綴や噸脚苧竺19本3部
⑫ 園から脱し妨持拗を診げる6臨21・伽

鰍輔れば自分の継の搬財司画♀』伽

㈲難験わ舶分で矧郷筋警』鯉 r卿

㈹ひもで驕翻できる　　r6呵鑑2
⑲鋳欝ぎ憲騰楽薩　1．65恥2

麹 鷺麟紡ひと堕聯豚で1姻』⑧3
暢イ フやカツターを使つ驚岬1、釧舶

㈹藻繁ぎ羅碧文を轡いて手緋砥5』伽

布団をたたむ」』r炊癖の片づけ」 r帰宅後の鞄などの持

ち物整連」と“った後始末に関する、も、の1演多いよま た

「4枷ぐらいは疲れずに歩く」＼r自動車淋通る道をひと・

り、セ安全に歩く」、r廣番に乗車したり右側通行する』lr少

額めお使し～ゴ「ひとりで友だちめ家に行《」y 「行き慣れ

た一i肋くらいめ揚所へ歩“で行く・」・乏いう行動範囲の広

が りに大きな差があ1り生活体験め多少が影響し七㌧：・ると

思われるびその他r小さなけがなら泣湊ずに、がま1んす

る」・『が上位群100％ゲ下位群62％1，：「お客に行づ淀．もし

ばらく行儀よくしてすぐ帰ろうなどいわない」は上位群

10b％，・下位群は半分め50％であり上位群め方が自己統

制西監華ぎζおり，』これは集団へめ適応度にも関係ナるめ

でほなかろうか。 食事』排惟‘ 着衣・溝潔な：どの生活習

慣に闘す『る項目港瞭両群に有意差巌なかうた。・『毒群にり

い宅同胞数をみ為と両者に差はな1く過保護になり示ちな

ひと りっ子が下位群に多いとい．ぢごとほなかったしうぎ

に登薗労法， 手伝㌧ 」にう㌔・宅両群を比べる乏表4よう虻

なっている。 ㌔凱』1 ＿tr r∴二　』♪

　襲4　 親の意識と上位群，・下位群め比較・呂・㌧
・ぐ

　1導：輿宝」夢準1∵　・ r家9手伝㌧ト、＝、．

徒歩通園1贔礪する1しない
下位群　54．2％・r ・室518％…　i2』5％1 〆87．・5％

上位群 82； 6％1』1・ 1乳4％ ・30．・4％・・一69．6％・1

　　　　　　一、一＿　 …　　r．一♂　r　　．　　、　隔　 　 　 』．　

．｛自転車で通園する揚合は交差点オ信号を確認するのも

子どもではな・く親であり轟自動車漆通る道を安全に歩く

訓練をする機会が少な く徒歩通園優り1も親に依存する度

合いが強い。、家た家族め÷員として子どもの年齢に見合

らた家の手伝いを、させズいるのは上位群に多し浴．手伝野

の内容は配膳計．トオン 動ト丞角バ←の補充iし風呂桶に水

をいれること，洗濯機をまわすこと，食器乾燥機の水を

捨てることなど簡単なものではあっても子どもの自立と

いう点について母親の意識の高さとみてよいのではなか

ろうか。

W　まとめ

　以上幼児の社会生活能力について爽態をみ瀧が1』 食事

や排泄，藩脱衣，㌧清潔などの生活習恨は他の全国調査の

資料同様5歳ころに自立し小学校入学までに確立してい

るという結果を得たo．．∫、　』 、』、’1や＝ εll’．、1ン、、

　男女差では概ね女子の方が通過率が高一《 』一

特に食器を

下げたり炊礁の片づけなど家庭内においてみちれる母親

の行動を手本にした内容に顕著な差がみら恥た。また男

子は父親をモデルとした項目が有意な差で女子より高く

一223一



日本総合愛育研究所紀要 第18集

なっており項目内容に男女の朗瞭な差があった。またこ

の差は親が子どもに持つイメージの差，男子・女子に対

する扱いや期待の差とみることもできよう。

　5歳児における上位・下位群では食器の片づけや布団

たたみなど物蛮の後始末に関するものと，友だちの家に

遊びに行ったりお使いに行く等の行動範囲の大小に有意

な差が認められた。また上位群は徒歩通園のものが多い

ためか交差点を安全に渡るなど危険から身を守る行動が

下位群より高く文字通り足が地についた生活態度といえ

るo

　生活習慣を含む生活能力の自立は子どもひとりひとり

の成長や発達程度，成熟と深く関わりがあり単に技術の

習得や自立の遅建のみを間題にするのではなく，子ども

の自発性，積極性，生活体験の貧富がより重要な問題で

あろう。子どもの自立の面で親の過保護を擢摘されると

親は実際に手助けする代りに言葉での指示や命令が多く

なることも考えられる。例えば3歳児の高率な洗面など

は技術的にでぎるということを判定したのではなかろう

か。今回の調査ではできる，できないという評価ではな

く，日常生活でしているかという点に主眼をおいたが母

親の判定記入が正確かは疑間であり質問紙の限界といえ

る0

　5歳児で友だちの家にひとりで自由に行くのは上位群

は全員の100％で下位群と有意な差があった。都会では

電車通園の子どもも少なくないがこの場合・近所にひと

りで行き来できる友だちはなく，親同志の話し合いで友

だち遊びのチャソスがきめられることになるoまた習い

ごとのためにお互いの時間帯が合わず自由に遊びに行く

ことができない子もあり，社会性をはじめ自発性や自己

統制が養われる幼児期に自由な友だち選び，友だち遊び

の機会が妨げられることは大いに問題とすべぎであろ

う。

表5　年齢別合格率

問　　題
3歳

　　　4歳5歳妥㌶N－22N－681N－66麟婁轟

（1）排尿の前に教える
　％　　％　　％1
100．0100，0100，α
　　　　　　　1

　頼めば新聞をとって　　　　　　l　　l
（2騰ぐらいの用耽1伽10α0110αOi

（3）ひとりで靴をはく
　　I　l　l
10αO10色O 100’O

（4）ひとりで手を洗う
　　i　l　l
10砿O g＆5 10αO

文　献

（5）鑛畿卿9畔・α・11・α・1

1　牛島義友「社会的生活能力検査」昭和23年　閉治図

書

2　旭出学園教育研究所・日本心理適性研究所「S－M

社会生活髭力検査』昭和55年　日本文化科学社

3　子どもの発膏研究グループ「象ソピ晶一タ子どもの

発育総合診断」昭和56年　千代田生命

4　日本保育学会「日本の幼児の精神発達」昭和45年

　フレーベル館

（6）塁巖鰹ツをとっ

ヒ　　　　1　　　　！

（7）編碧赫んの騙輻畷

（8）薯開きの上獺脱げ85－5刺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（9）顔が洗える　　　　　90，9　97．1100、0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1α◎箸を使って食べる　　77．3　97．1mO，Ol

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　l　　　　l⑳齢みがく　　8L8i9＆510αOl

⑫謙難囲6申5即・
　日常の挨拶ができる

　（こんにちは，あり　81．8　95．6　97．0
がとうなど）

O襟難禁かむこと8L8蹴939

　いわれれば家族の箸
や茶わんなど食卓に　77．3　95．6　93．9
並べられる

　小さなけがならすぐ
泣かずにがまんする　72．7
ことができる

85．3　81．8

嚇螺鶏とりで636 97，1100．0

⑱鷲醜との眼を6＆27949α9

㈲騎籏醗な形な6a694…α・

含①釜灘淺食器を53・6a27生2＊男く女

　大便がひとりででぎ
る，紙で後始宋でき　50．0　8a8　92．4
る

　　　　1
95・5100・0ほ00・Ol
　　　　l
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問　　題
3　歳4　歳

箒22N需68
　［

5　歳

置66

5歳・男

差5％
準男＝

2女＝34

魂驚勲ゲームが 54．5　91，2　98．5

　　　　　　　へ』

鴫離塗げたりつぼ7名3926・・α・

㈱騨響戦応対な6a29Z6脚

　行きたくなったらお
となの手をわずらわ　72．7　95．6　98．5
さずにお手洗に行く

⑫の髪がとかせる　　　　6＆2　7島4　92．4＊男く女

叫號嚇疲れ5α・ 69．1　65．2

　自動車の通る道やふ
みきりをひとりで歩　18．2
いても危なくない

　　　　　1
9．7　75．8

　時どき自分の寝具を
の片づけたりベットの

整理をする
13．6 47．1　54．5

㈲否鱗自分㌔／甲4
　小さなけがなら自分　　　　　　　　　1㈱でくすりをつけ手当　45，5　52．9　68．2F

する

　お客に行ったらしば
濃騰纏　いわない

54．5 77．9 77．3＊男く女

　順序を守って乗物に
乗ったり右側通行で 5α0
きる

64．7　78．8

畷魏を鶴勘に 59．1　83，8　97．0

嘩享諮事の片粥 40．9　61．8　71．2寒男く女

喋欝露醜店に4α98α9灘

㈲鵜諺麟醜家3L8π9蹴

㈱魏ル轍巾汎ぼ・36632蹴

　洋服がぬれたり汚れ
㈲たらいわれなくても　1＄6　58．8　78．8
　ひとりで着がえる

㈹！騨盛辱織慧・欲64乳・62・

問　　　題
3歳

＝22

4　歳5　歳

＝68N＝66

5歳・男女差5％

準男≡
2女＝34

　なれた1㎞ぐらいの
】）所ならひとりで歩し、　　22，7

ていける
48．5　63．6

魂鎚律筆携ら持工a63α93L8

㈲轟醗卑盆の部・36・L8 25．8＊男く女

㈱編慧ドライん45蹴 27．3＊男＞女

　温度に合わせ，自分㈲で衣服の調節ができ　13．6　39．7

る

43．9

醜もで繍びが健　・四備 ＊男く女

　いわれなくても洋服
やパジママを脱ぎ放　4．5　20．6　22、7
しにしない

㈹翻警君嫁の手 13．6　25．0　15．2

　トラソプなどの勝負
難継鍛　い

生5 22．1 47．0

鰯署號灘響血6・L8258
　爪がφびたらひとり傷1）で切る，　片手でもよ　　　4，5　　

17、6　　22，7

い

働磁勧鶏ターで45294劃

鴫藁欝はマ寧な生51321Z・

　年下の子の世話やお
の守りが安心してまか　　4．5　工4．7　27，3

せられる

　毎日自分の寝具の片
づけ，ベッ、ト’整理を　　0　8．8　7、6
する

　友だちなどに宛名や．
文を露いて手紙をだ　　0　　0　22．7＊男く女
すことがでぎる

　ガスや電気コンロを
使ってお湯がわかせ　　　0　　1，5　7，6
る

　なれているところな
らひとりでバス電車　　0　　0　　0
を使って行ける
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